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学校運営協議会議事録

府立豊島高等学校

冨山　一紀

開催日時 令和７年６月24日（火） 15:30　～ 17:00　　

次回の会議日程

第2回学校運営協議会は11月〜12月を目途に開催予定。日程は後日連絡。 

府立豊島高等学校　校長室（予定）

出席者(学校） 冨山校長、相澤教頭、森事務長、池尾首席、塩見首席、八木教諭

傍聴者 なし

議題等(次第順）

 （１） 校長挨拶
 （２） 委員委嘱及び自己紹介
 （３） 実施要項について
 （４） 会長、副会長選出
 （５） 会長挨拶
 （６） 意見書について
 （７） 令和６年度学校評価及び令和７年度学校経営計画について
 （８） スクールポリシーについて
 （９） 今春卒業48期生の進路状況について
 （10） 令和８年度使用教科書選定について

○ 委員紹介・会長・副会長選出
・新たに開委員（中学校長）・沖委員（PTA会長）を迎えたことを報告。 
・会長に白木原委員、副会長に開委員を選出。 → 了承

○ 令和７年度学校経営計画
・校長より、昨年度協議会で承認された経営計画を基本踏襲しつつ、50周年記念式典に関する記載を削除した内容について
説明。
・大学進学率59.9%（目標60%）、平均残業時間34時間32分（目標34時間）の確定報告。
・前校長による構成を大幅に変更せず、計画の継続性を重視して運営していく方針を確認。 → 了承

○ 入試改革と学校特色枠について
・令和10年度入試より導入予定の「学校特色枠」について説明。 ・本校では既存の授業・探究活動・文化部活動を活かし、特
色枠を設ける方向で検討。 
・スクールポリシーの変更が必要な場合は、本会で承認の上、教育長に提出する手続きについて確認。  →了承
【意見】中学校・高校・受験生の負担が増えるのではとの懸念。情報発信を丁寧に行っていく必要がある。

○ スクールミッション・スクールポリシーの確認
・スクールミッションとアドミッション・カリキュラム・グラデュエーションポリシーの概要について再確認。
・本校は令和6年度に作成済であり、特色枠導入に向けては既存ポリシーで概ね整合性が取れているとの見解。

○ 進路状況（48期生）
・進路指導部より、令和７年春の卒業生進路実績を報告。 
・関関同立・産近甲龍・国公立など主要大学群すべてに合格者を輩出し、過去最高実績。
【質問】大学進学率が若干低下した理由はあるか？
【回答】専門学校への進学者が増加したことと、第一志望の学校への強い思いから浪人した生徒が若干増加したが、要因の一
つだと考えている。
【意見】第一志望へのこだわりを尊重する姿勢は大切なので、いい傾向なのではないか。
【今後の課題】中堅大学（関西外大・大和大など）への進路保障を強化し、総合型選抜対策を早期に開始する必要性。

○ 教科書選定（芸術Ⅱ）
・本年度より芸術Ⅱを再設置（美術・音楽・工芸）することに伴い、教科書の選定について説明。
・高校では学校単位での選定となる点と、選定理由書の作成・提出が必要な旨を確認。 → 了承
【意見】芸術Ⅱが取れるようになったのはよい。

○ 広報・カリキュラム情報提供の工夫
【意見】在校生が実際に選択している授業の例やモデルカリキュラムをHP・説明会等で示すと良いのではないか。 
【意見】保護者・中学生から見て、学びの具体的な内容が可視化されることで、学校選択の判断材料になりやすい。 
【回答】 ご意見をもとに、HPなどでの広報について、検討する。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料 令和６年度学校評価、令和７年度学校経営計画、48期生進路状況、スクールポリシー、教科書選定

備考


